
まちづくりの基本理念や最新知見を講義とディスカッションで学ぶ

道総研まちづくり塾は、本格的な人口減少社会を迎える中で、自治体はどのようなまちづくり戦略を持つべきか、
道総研と市町村が共に考える場として開催しており、今回で5回目となりました。

建築研究本部 道総研まちづくり塾2021報告

特別講義･卒業生講演･特別討議 基調講義･道総研レクチャー
道総研各分野の研究者がまちづくり戦略の視点やヒントを講義

まちづくり戦略の提案と討論
“50年後の未来人”になって将来を想像し、バックキャスト手法でわがまちのこれからの戦略を考える

「自ら考えやり抜く！～続けることが産み出す価値を信じて～」厚真町 宮主幹
「道総研まちづくり塾とその後」夕張市 稲葉主任
「地域のまちづくりのリアル」北海道新聞社 本庄記者・金子記者

基調講演「50年後のまちづくり」建築研究本部長
レクチャー１「地域自律型のインフラ管理」
レクチャー２「これからの地域づくりと生活交通」
レクチャー３「地域エネルギーについて」
レクチャー４「これからの地域運営」

■日 程 2021年11月24日(水) ～11月26日(金) 

■場 所 北海道立総合研究機構 建築研究本部

■対 象 道内自治体の都市･建築･企画･財政部局等の職員

■内 容 ・自治体職員、道総研職員等による各種講義
・参加者と道総研職員でまちづくり戦略を考えるワーク
・全参加者によるまちづくり戦略の提案と討論

■参加形態と参加者

・全日程会場で参加： ３市町

・講義部分のみウェブで聴講：17市町

夕張市

厚沢部町中富良野町



＜得たもの・自分の中で起きた変化など＞

・フューチャーデザインの考え方等、新しい考え方を学ぶことが
でき、今後の参考になった。また、他町の意見や考え方等も学
ぶことが多く勉強になった。 今後のまちづくりにおいて、今回
の経験を生かしていきたい。

・まちづくりには携わっていたが、講演やフューチャーワークな
どを通しまだ自分事に考えられていなかったのだと感じた。 先
を見据え、何をしていくべきか、そのためにどうすれば良いか、
自分事に考え、今後の取り組みとしていきたい

・発表の中では多少大げさに言った部分もあったかも知れないが、
今回考えた未来に少しでも近づけれるように今後も自分自身で
も考え、行動していかなくてはいけないなと思いました。

・未来の視点でまちづくりを考えることで、現在、取り組みを進
めることは何か、現在の町の課題や、取り組んでいる事業の方
向性について深く考えることが出来た。 など

これまでの開催概要

年度 参加数 外部講師

2017年 4市町9名 東川町 松岡町長

2018年 5市町10名 (株)三菱総研 山田シニアコンサルタント

2019年 4市町9名 当麻町 菊川町長、(株)良品計画 鈴木氏

2020年 （14市町） 岩手県矢巾町 吉岡未来戦略室長

※ウェブ開催 富良野市 入交企画振興係長
のみ フラノデザイン(株) 大曾根氏

2021年 3市町6名 厚真町 宮主幹

夕張市 稲葉主任
北海道新聞 本庄記者、金子記者

参加者者の声（アンケートより）

＜将来の参加者へ一言＞

・まちづくり塾に参加することで、 ①フューチャーデザインの考
え方を学ぶことで様々な考え方ができる。（引き出しが増える）
②日ごろの業務とは、少し離れて市の将来のことを考えることで
新たな発想が生まれる。 ③他市町村からの意見等、違う視点か
ら意見をもらうことで新たな見方ができる。 など、さまざまな
ことを学ぶことができ、通常の業務がまちづくりに関わっている
ことを理解することができるいい機会だと思うので、ぜひ参加し
てほしい。

・自分のまちから離れ、客観的に見直すことで見えてくるものがあ
ると思います。 3日間という、長いようでとても短い時間の中で、
検討、交流することが自分の成長につながると思います。

・道総研の方とのやり取りの中で、自分の市町村の新たな魅力が発
見されたり、新たな施策のアイデアが浮かんでくると思います。
絶対自分のためになると思うので頑張ってください。 など

＜具体的なコメント＞

・ローカルベンチャースクールの取り組みについて。実施するには
相当ハードルが高いが、本気で厚真町への移住と起業を考える人
を応援するこの仕組みは町にとって非常に意味のある施策だと思
いました。

・どの講義についても非常に参考になりました。厚真町の宮氏、夕
張市の稲葉氏の講演を聞いて、お二人が町のために熱意をもって
働いていることが伝わり、同じ自治体職員として参考になったし、
勇気をもらえました。ありがとうございました。

・職員の業務一つ一つがまちづくりに繋がっているといった考え方
はどの部署であっても大切なことだと思いました。 など

●今回受講する以前から「道総研まちづくり塾」をご存
知でしたか。

回答15件

●「道総研まちづくり塾」はどのようにして知りました
か。

回答15件

●来年度の「道総研まちづくり塾2022」への参加希望

回答15件

Ⅰ.ウェブ参加者

Ⅱ.フル参加者

剣淵町

津別町
東川町

東神楽町

富良野市

留萌市
鷹栖町

今回とこれまでの参加市町村

2017
2018

2018/20

2019

夕張市

旭川市
当麻町

むかわ町 2020(オンライン開催)

2021

2017/18/19/20/21

幌延町

中富良野町

厚沢部町

道総研まちづくり塾は来年度以降も開催します。
自治体職員のみなさまのご参加をお待ちしております。


